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賛否など態度決定に至った理由・討論  

令和７年９月定例会 

議案番号 議案名 
認定第１号 令和６年度松戸市一般会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

議員名・会派名等 松戸志政会 

賛否態度 賛成 

 

賛否など態度決定

に至った理由や 

討論 

 認定第 1号、令和 6年度松戸市一般会計歳入歳出決算の認定に

ついて、会派を代表して、委員長報告に賛成の立場で討論いたし

ます。 

 

 ９月議会に先立って開かれた全員協議会で示された本市の財政

状況は、大変厳しいものでした。前任市長が、在任中にこのよう

な現状を市民に示さないまま退任されたことには大いに疑問を抱

きますが、ともあれ、財政再建に向けた一歩を、今、踏み出さな

ければなりません。また、我々議会としても、チェック機関とし

ての責務を果たしきれなかったことについては、反省すべき部分

もあると感じております。本決算審査を再建へのスタートとすべ

く、会派で議論を重ね、抽出された意見を集約して決算審査に臨

みました。 

 

 我が会派が今回の決算審査で据えたテーマは、一貫して財政再

建に向かう視点です。「事業そのものの要・不要」であり、また

「必要な事業であっても削減できるコストはないか、かつ、より

効率化できないか」といったものです。数多くの事業の中には、

我が会派の議員が評価するものもあります。しかし、それが会派

内の他の議員にとって疑問のある事業であれば、事業の見直しや

コスト削減を議論することを優先しました。いわば、聖域を作ら

ず、財政立て直しを最優先した姿勢で決算に臨んだことを市当局

に訴えつつ、決算審査に当たった次第です。 

 

 もう一つ留意したことは、やはり、新市長が誕生されたことで

す。我が会派からの質疑を通して、現在の市政が抱える課題や問

題を、細部にわたって新市長に具体的にご理解いただけるよう努

めました。差し出がましい物言いで恐縮ですが、就任直後からさ

まざまな情報を公開される積極的な姿勢へのエールとお捉え下さ

れば幸いです。 

 改革を見据えた姿勢で臨んだため、時に厳しい評価になったこ

とをご理解いただき、以下、取り上げたテーマの一部ですが、賛
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成の理由と指摘事項を述べてまいります。 

 

まず、総務費についてです。 

シティプロモーション推進事業は、訴えかけようとする本市の魅

力の定義づけが甘く、どこに訴求し、どういった成果を求めるの

か、その目的も曖昧です。仮に本事業を継続なさりたいならば、

本来もたらすべき事業成果がきちんと目的化されていない点を反

省し、具体的な目標設定をしたうえで事業を再構築することを求

めます。 

 

 「いじめ相談事業」でのＬＩＮＥ相談については、実績が実人

数で８７件とのことでした。いじめは決して容認できるものでは

ないことから、事業の必要性は理解いたします。しかし、国の補

助があるとはいえ、一件あたりのコストは４０万円ほどです。教

育委員会や学校に加え、市長部局からのアプローチという意義を

理解しつつも、効果への疑問は拭えません。今年度までのモデル

事業ですので、検証をしっかりと行っていただくよう要望いたし

ます。 

 

つづいて民生費です。 

 「オンライン相談」では、いじめ相談や子育てコーディネータ

ー相談、ヤングケアラー、児童虐待等早期発見などの家庭児童相

談関係業務、自殺対策事業などが該当します。相談内容が多岐に

渡っているとはいえ、相談窓口が多過ぎるのではないかと指摘し

ました。市民の不安解消などそれぞれの業務の意義は理解します

が、財政負担の軽減や業務の効率化を目的に、各種相談業務を整

理してまとめることはできないものか、検討を要望いたします。 

 

次に「多世代まるごと居場所づくり業務」についてです。「まつ

どＤＥつながるステーション」の賑わいと職員の努力は受け止め

るものの、子どもの貧困対策としてスタートした「こども食堂」

なども、多様な地域の方が集まる居場所としての位置づけとして

定着しつつあります。本市でも補助金をつけている点からも、こ

の重層的支援体制整備事業の個々の事業が、既存の支援やサービ

スとの重複や類似しているものがあるのではと指摘しました。財

政負担の軽減や業務の効率化を考えたとき、同事業全体を捉えな

おす時期にきていると考え、見直しを要望します。 

 

衛生費に移ります。 

「歯科診療業務」にかかる決算額をどう理解したらよいか、とて

も悩みました。祝祭日や夜間に診療する歯科医院は増大してお

り、急な対応への供給は高まっています。いわゆる盆・暮れに受

診できる安心感があることは理解しますが、かつてと同じ水準で

予算化が続くことには疑問が生じ、見直しを要望します。 
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「予防接種事業」全般についても、判断が難しいものでした。国

の衛生基準などに従って予防接種を行う必要性を排除する意図で

はありません。しかし、ワクチンの価格高騰などもあり、多種に

わたる予防接種の現状が続くことの財政負担の大きさは、とても

気になります。負担割合の見直しなどを研究していただけるよう

お願いします。 

 

続いて、農林水産費です。 

 「産地育成強化支援業務」における「松戸えだまめ学校給食」

の実績と成果を伺いました。子どもたちにも大変人気のある事業

と聞き及んでいます。今年度から給食食材として活用される「矢

切ねぎ」とともに、地場野菜の購入促進や食育、郷土愛の育成な

ど、付加価値にも期待いたします。 

 

次に、商工費です。 

「ビジサポ運営業務委託料」については、やはりビジマドの業務

理念が理解できず、行政の取り組みとしての必要性を感じませ

ん。ビジマドの認知度を上げ、利用機会につなげるために金融機

関への PRを始めたそうですが、そもそも設備投資のための融資に

つながる相談件数が激減したことで地方金融機関が衰退したこと

を考えると、打開策としてはちぐはぐで、効果につながるとは思

えません。また、本市が補助金を支出している商工会議所の持つ

機能とのすみ分けも不明確です。こういった理由から、ビジマド

を行政の守備範囲とするには疑問が残りますが、どうしても継続

されるならば、今後は明快な成果を、具体的な指標でお示しいた

だけるよう要望します。 

 

 「インバウンド観光促進事業業務委託料」の実績と成果につい

て伺うと、令和５年度、６年度の実績を踏まえ、事業を一旦立ち

止まって戦略の練り直しを図っている状況とのことでした。一度

始めたものはなかなか止めにくいと思います。そうした意味か

ら、自ら効果検証を行っている現状については評価し、検証から

導き出される今後に期待します。 

 

続いて、土木費です。 

 「矢切の渡し公園花壇管理委託料」は、地元小学生など地域の

方々を巻き込んでチューリップの花壇づくりを行い、費用の削減

にもつながったことを評価するとともに、今後の同公園の賑わい

に期待します。 

 

 「結婚新生活住宅支援業務」では、低所得者を支援する施策

か、人口の流入による税収の確保を期待する施策かを質問したと

ころ、少子化対策を主目的としているとのお答えでした。それな

らば、少子化対策としての効果検証とともに、本市の未来に向け
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て費用対効果の高い事業なのかを念頭におき、事業継続の検討を

お願いいたします。 

 

次に、消防費についてです。 

 「ちば北西部消防指令センター」におきましては、構成市との

費用分担が適正に行われていること確認させていただきました。 

 

 また、「１１９番映像通報システム」では、早期の災害現場特定

に効果を発揮し、迅速な救助活動につながったとのことです。ド

ローンの運用など、時代に対応したさまざまな技術を駆使しなが

ら、命を守る最前線での活躍にさらなる期待をいたします。 

 

歳出の最後として、教育費について、時間の都合上一点のみに

触れます。 

 寄附を受けること自体に議会内に疑問もあった「マイセン磁器

保管委託料」ですが、課題は大きいと感じています。実施した特

別展は大変盛況であったとのことです。私も伺いましたが、展示

会そのものはとてもよい趣向で実施されておられました。しか

し、当初は森のホールのカフェ跡地での常設が計画されていまし

たが、長期間の常設展示で費用対効果が見合うかという議会から

の疑問もあり、見直しが余儀なくされた経緯を市当局はお忘れで

はないでしょう。多額の開催費用をかけての特別展が盛況であっ

たことだけでは、寄贈を受けたことの正当性を示すものにはなり

得ません。取得したマイセン磁器の数々が、市民の財産として有

効に活用されるよう、より方策を練っていただくことを要望しま

す。 

 

続いて、歳入について触れていきます。 

「都市計画税」に関して、千葉市をはじめ、近隣では柏市、船橋

市、市川市、流山市、鎌ヶ谷市、我孫子市では制限税率の０．

３％であること、また、本市の税率０．２３％が４０年以上に渡

って据え置かれている現状を確認しました。仮に本市の税率が

０．３％に引き上げられた場合、年間約１３億円の税収増が見込

まれるとのことからも、税率の引き上げを検討する時期にきてい

ると認識いたします。 

 

また、厳しい財政事情の中で大型事業を控えていることを踏ま

え、「使用料及び手数料」に関連して総括的な質問をいたしまし

た。経常収支比率の引き下げを見据える中で、令和 6年度決算を

どのように総括するか、また、受益者負担の見直しなども検討せ

ざるを得ないのではないかという視点での質疑を行った次第で

す。この問いかけに対して、財務部長からのご答弁は、責任感が

にじむ、大変力強いものだったと評価しています。「実質単年度収

支黒字化 3か年計画」の確実な実行、加えて、かつて実施した行
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政リストラから相当の期間が経過し、時代が変化したことに合わ

せた受益者負担の見直しに言及されたことは、改革の道を引き返

せない覚悟を感じます。 

 

ここからは今回の決算審査を振り返った総括的な意見になりま

すが、左様な財務部長のご答弁には期待する一方で、担当各課の

事業見直しへの意識には心もとない面も垣間見えました。歳出の

審査の中で、見直しや費用削減、効率的な実施を求めた事業の担

当課のご答弁の多くには、現状維持を堅持せんとするかのような

たたずまいが伺えるものの、厳しい本市財政を自覚し、担当事業

の見直しを進んで行おうという姿勢が欠けていると感じる部分が

多々ありました。冒頭にも申し上げましたが、松戸新市長がご就

任された直後に、本市の厳しい状況がいくつも報告されましたこ

とは、再生へのチャンスを得たと前向きにとらえるべきだと考え

ます。そこに、財務部長をはじめとする当局幹部の方々の意気込

みも確認できました。次なるは、実際に事業を担当されている

方々に、その思いを浸透させていただき、全庁一体となって本市

の改革を確実に推し進めてくださいますよう期待いたします。 

 

財政改革の視点で質疑を行ったため、評価すべき事業、効果を

上げている施策について触れられなかったことは誠に恐縮です。

それらへの感謝は、我が会派議員それぞれの今後の活動で示して

まいりたいと思います。数々の厳しい指摘はしましたが、しか

し、前任市長からはこれほどの財政悪化が示されていなかった中

での業務執行において、各課で従事される職員の皆さまはご努力

を重ね、誠実に業務にあたっておられると認識しております。こ

れからは、従来の真摯な姿勢に加え、コストの合理化や事業のス

リム化、より高い効率性といった視点を合わせ持っていただきた

いと願います。そして、市議会として本決算を承認することを一

つのエールとし、質の高い行政サービスの提供と改革を同時に実

現していただくことを支援するためにも、委員長報告への同意

に、満場の皆さまのご賛同賜りますようお願いし、討論といたし

ます。 

 

 


